
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
偽
装
食

高
級
ホ
テ
ル
で

妻
ラ
ン
チ
）
（
紅
葉
狩
り

紅
葉
見
る
よ
り

食
が
さ
き)

 

（
ま
だ
続
く
？

お
詫
び
会
見

次
も
あ
る
？
）
（
体
重
計

50
グ
ラ
ム
で

笑
う
妻
）

構
成
組
織
の
意
見
を
踏
ま

え
取
り
ま
と
め
、
第

70

回
地
協
委
員
会
を
経
て
提

出
に
至
っ
た
。

矢
島
議
長
か
ら
森
民
夫

長
岡
市
長
へ
要
望
書
を
手

渡
し
提
出
し
た
の
ち
、
横

澤
副
議
長
が
、
主
だ
っ
た

要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

特
に
、
総
括
・
地
方
自

治
に
関
し
て
は
、
連
合
の

め
ざ
す
「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
の
理

念
と
長
岡
市
の
「
市
民
と

の
協
働
」
と
あ
い
通
じ
る

理
念
に
基
づ
い
た
市
政
運

営
や
連
合
中
越
と
の
対
話

の
継
続
。
公
契
約
条
例
や

労
務
監
査
の
制
度
化
検
討

と
市
民
に
分
か
り
や
す
い

原
子
力
防
災
対
策
や
実
効

性
あ
る
訓
練
を
求
め
た
。

ま
た
、
雇
用
・
労
働
政

策
で
は
障
害
者
の
雇
用
や

労
働
環
境
の
整
備
と
就
労

後
の
相
談
支
援
策
の
強
化

を
求
め
た
。

経
済
・
産
業

政
策
で

は
、
長
岡
の
モ
ノ
作
り
の

特
色
を
生
か
し
た
産
業
育
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青
柳
事
務
局
次
長
の
６
名

が
長
岡
市
の
森
民
夫
市
長

を
訪
れ
た
。

要
望
書
は
、
政
策
福
祉

担
当
が
中
心
と
な
っ
て
各

こ
の
日
は
、
連
合
中
越

矢
島
議
長
を
は
じ
め
政
策

福
祉
担
当
の
横
澤
副
議
長

と
羽
賀
副
議
長
、
小
堺
副

議
長
、
小
林
事
務
局
長
、

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

る
秋
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
最
低
賃

金
周
知
を
兼
ね
た
街
宣
が

行
わ
れ
た
。

最
終
日
の

28
日(

月)

に
は
、
寺
泊
地
域
か
ら
栃

尾
地
域
を
廻
り
、
沿
道
の

市
民
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
買
い
物
客
に
呼

び
か
け
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
受
取
っ
た
中
に
は｢

私

も
仕
事
し
た
い｣

と
い
う

年
配
者
も
い
た
。

た
。
大
会
で
は
、
地
方
公

務
員
給
与
削
減
、

30
人

以
下
学
級
の
取
り
組
み
、

高
校
授
業
料
無
償
化
へ
の

所
得
制
限
導
入
、
地
域
に

根
ざ
し
た
運
動
と
し
て
の

平
和
運
動
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

す
る
運
動
等
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
牧
野
事
務
局

長
が
見
解
を
述
べ
た
。
最

後
に
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
を

確
認
し

14
年
度
の
運
動

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
潟
県
最
低
賃
金
額

｢

７
０
１
円｣

が
発
効
し
た

10
月

26
日(

土)

十
日
町

支
部
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て

南
魚
沼
支
部
、
翌
日
は
北

魚
沼
支
部
と
小
千
谷
支

部
、
最
終
日
は
長
岡
市
エ

リ
ア
と
見
附
市
内
を
ま
わ

た
の
ち
、
政
策
福
祉
担
当

で
分
析
す
る
。
ま
た
、
構

成
組
織
へ
も
周
知
を
行

う
。各

界
の
来
賓
挨
拶
後
、

２
０
１
３
年
度
活
動
報

告
、
同
財
政
報
告
、
同
会

計
監
査
報
告
が
報
告
さ
れ

承
認
し
た
。
ま
た
、
報
告

で
は
、
募
金
活
動
を
支
援

し
た｢

な
ぎ
く
ん
」
の
現

状
報
告
が
さ
れ
た
。

次
に
、
第
１
号
議
案
と

し
て
新
潟
県
厚
生
連
合
同

組
合
の
連
合
新
潟
加
盟
に

つ
い
て
満
場
で
承
認
し

た
。
続

い

て
、｢

14

～

15
年
度
運
動
方
針｣

を
決

定
、
同
役
員
も
決
定
し

労
働
に
関
す
る
権
利
や
義

務
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
意

味
か
ら
も
労
働
教
育
の
推

進
な
ど
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
森
市
長

か
ら
は
、
公
契
約
は
全
国

的
問
題
と
と
ら
え
て
お

り
、
国
に
統
一
見
解
を
求

め
た
い
事
、
原
子
力
防
災

は
今
回
の
訓
練
を
分
析
し

資
料
化
し
た
い
。
ま
た
、

障
害
者
の
雇
用
関
連
で

は
、
物
品
納
入
の
優
遇
化

や
長
岡
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
・
商
工
会
議
所
で
雇
用

対
策
協
議
会
を
形
成
し
対

応
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ
ル

事
業
に
つ
い
て
は

15
年

度
法
制
化
に
向
け
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
対

応
し
た
い
と
の
見
解
な
ど

が
述
べ
ら
れ
た
。

後
日
、
回
答
書
を
受
け

づ
く
り
に
重
要
だ
。
政
治

課
題
は
連
合
の
政
策
実
現

の
た
め
必
要
だ
」
等
と
述

べ
た
。

成
と
雇
用
創
出
を
求
め
、

社
会
保
障
・
医
療
・
福
祉

政
策
関
係
で
は
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
新
潟
県
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ

ル
事
業
の
長
岡
市
に
よ
る

14
年
度
モ
デ
ル
事
業
主

体
へ
の
応
募
と
制
度
化
検

討
等
を
求
め
た
。

ま
た
、
教
育
政
策
で
は

連
合
新
潟
第

23
回
定

期
大
会
が
、

11
月
１
日

(

金)

に
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
、

14
～

15
年
度
運
動

方
針
と
齋
藤
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
役
員
体
制
を
決

定
し
た
。

齋
藤
会
長
は
挨
拶
で

｢

大
会
で
２
年
間
の
運
動

を
決
め
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
、
『
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
実
現
』

と
『
１
０
０
０
万
連
合
に

基
く
組
織
拡
大
』
、
『
労

福
協
運
動
』
が
安
心
社
会

２
０
１
４
年
度
予
算
編
成
に
向
け

主
な
要
望
事
項
を
説
明
し
、
後
日
に
文
書
で
回
答
を
求
め
る
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連
合
新
潟
第
23
回
定
期
大
会

14
・
15
年
度
の
２
年
間
の
運
動
方
針
決
定

齋
藤
会
長
・
牧
野
事
務
局
長
を
は
じ
め
と
し
た
役
員
体
制
を
確
立

厚
生
労
働
省
は

10
月

29
日

に
、
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
後

３
年
以
内
に
仕
事
を
や
め
た
割

合
を
発
表
し
た
▼
そ
れ
に
よ
る

と

10
年
３
月
の
大
卒
者
で

31

％
、
前
年
に
比
べ
て
２
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
業
種
別
で

は
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

(

Ａ)

51
％
、
教
育
・
学
習
支
援

業

48

.9
％
、
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
・
娯
楽
業(

Ｂ)

45

.4

％
等
。
高
卒
者
は

39

.2
％
で

前
年
度
か
ら
３

.5
ポ
イ
ン
ト

増
。(

Ａ)

が

66

.6
％
、(

Ｂ)

が

62

.1
％
。
▼
特
に
新
規
学

卒
者
の
卒
業
後
１
年
以
内
の
離

職
率
は
高
卒

19

.5
％
、
大
卒

12

.5
％
と
高
く
、

12
年
３
月

卒
の
離
職
率
は
、
高
卒

19

.6

％
、
大
卒
13
％
と
高
い
。
厚
生

労
働
省
の
労
働
市
場
分
析
レ

ポ
ー
ト
で
は
上
昇
の
要
因
を
規

模
の
小
さ
な
企
業
・
離
職
率
の

高
い
業
種
へ
の
就
職
割
合
が
上

昇
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
▼

報
道
で
は
大
学
卒
業
後
１
年
で

退
社
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
流

れ
、
退
職
の
最
大
理
由
を
長
時

間
労
働
と
し
、
そ
の
女
性
は
雇

用
契
約
書
に
拘
束
時
間
25
時
間

等
で
あ
っ
た
こ
と
や
33
時
間
余

り
連
続
勤
務
し
た
等
を
言
っ
て

い
た
▼
ま
さ
し
く｢

人
の
使
い
捨

て｣｢

立
場
の
弱
い
若
者
を
利
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス｣

だ
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
を
許
さ
な
ず
、
不
条
理

に
抗
す
る
社
会
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
し
、
労
働
法
制
度
に
か

か
る
労
働
教
育
の
必
要
性
を
感

じ
る
。
今
の
労
働
法
制
を
も
守

れ
な
い
中
で
、
雇
用
に
関
す
る

規
制
緩
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。

事務局長

小林 守≪№128≫

 東蔵王２

連
合
中
越
は
10
月
22
日(

火)

、
長
岡
市
の
森
民

夫
市
長
を
訪
ね
、
２
０
１
４
年
度
長
岡
市
予
算
編
成

へ
の
反
映
を
求
め
た
市
政
要
望
書
を
提
出
し
、
後
日

文
書
で
回
答
を
求
め
た
。

秋
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

街
宣
で
最
賃
額
改
定
周
知



(2)第803号（第三種郵便物認可）       れんごう中越地協   毎月3回(1日.11日.21日発行）2013年11月11日

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
期
待
か
ら 

待
機
に
変
わ
る 

社
の
人
事
）
（
パ
ソ
コ
ン
で 

目
ば
か
り
先
に 

歳
を
と
り
）
（
お
化
粧
で 

だ
せ
な
い
若
さ 

声
に
だ
し
）
（
天
職
だ 

思
い
違
い
だ 

転
職
だ)

つ
つ
、
各
コ
ー
ス
に
１
名

ず
つ
郷
土
史
研
究
会
の
ガ

イ
ド
が
付
き
歴
史
の
説
明

を
受
け
た
。

全
コ
ー
ス
と
も
午
前

11
時
に
は
集
結
場
所
の

平
和
の
森
公
園
に
到
着
し

た
。
ゴ
ミ
は
合
わ
せ
て
４

袋
程
度
と
な
っ
た
。
各

コ
ー
ス
の
参
加
者
た
ち
か

ら
は
「
ゴ
ミ
は
全
体
的
に

少
な
か
っ
た
が
吸
い
殻
が
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周
辺
清
掃
と
歴
史

探
訪
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
子
ど
も
を
含

め
た

55

名
が
参

加
し
た
。

南
町
公
園
に
集

合
し
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
藤
田
委
員
が
司

会

を

務

め

た
。

佐
々
木
実
行
委
員

長
挨
拶
の
あ
と
、

行
動
指
示
や
注
意

事
項
の
連
絡
を
受

け
た
の
ち
、
参
加
者
は

「
本
丸
健
脚
コ
ー
ス
」

「
観
音
さ
ま
コ
ー
ス
」

「
藩
校
コ
ー
ス
」
「
智
慶

さ
ま
最
短
コ
ー
ス
」
（
う

ち
２
コ
ー
ス
は
戦
災
資
料

館
に
立
ち
寄
る
）
４
コ
ー

ス
の
紹
介
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
希
望
す
る
コ
ー
ス
に

分
か
れ
出
発
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
柿
川
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
清
掃
活
動
を
行
い

晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月

28

日
（
土
）
、
午

前

９

時
よ
り
「
第

17

回
柿
川

多
く
落
ち
て
い
た
」
と
の

声
が
あ
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
コ
ー
ス

ガ
イ
ド
も
努
め
て
い
た
だ

い
た
郷
土
史
研
究
会
の
会

長
で
あ
る
今
井
雄
介
氏
よ

り
「
信
濃
川
と
中
島
」
と

題
し
て
、
「
昔
は
、
平
和

の
森
公
園
の
所
は
信
濃
川

の
奔
流
が
流
れ
て
い
た
時

代
が
あ
っ
た
、
水
道
タ
ン

ク
の
あ
る
付
近
は
川
西
と

地
続
き
で
あ
る
と
い
う
文

献
が
あ
る
」
な
ど
、
面
白

く
分
か
り
や
す
い
説
明
で

講
演
い
た
だ
い
た
。

講
演
終
了
後
は
、
ト
ン

汁
・
お
に
ぎ
り
を
食
べ
解

散
と
な
っ
た
。

第８回ＳＪＮ委員会定期総会
（青年・女性委員会通算第23回定期総会）

・日時 12月11日(水)
     18：30～(受付18：00～）

・場所 長岡市勤労会館３階

※詳細は発文第178号(10.28付)

第１７回柿川周辺清掃と歴史探訪の集い

晴天の下、子どもを含め55名が参加


